
市制45周年

新首都
｢東京から東濃へ｣

主 な 内 容

Ｐ２ 議会だより Ｐ��教育委員会だより
Ｐ４ 皆出席のみなさん Ｐ��図書館だより
Ｐ６ コミュニティバス Ｐ��保健センターだより
Ｐ７ みんなの広場 Ｐ��ごみの収集日

��������年年((平平成成����))
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平成３年初当選､ 現在
３期目｡文教経済委員長､
平成��年に監査委員､ ��

年に市民福祉委員長を務
める｡

副議長 勝股 敬氏

平成３年初当選､ 現在
３期目｡ 研究学園都市､
企画総務委員会などの委
員長を歴任､ 平成��年に
副議長､ ��年に監査委員
を務める｡

議 長 市川晴宣氏 ����
����

����
����

����
議
長
に�

�
�
	

氏
、

副
議
長
に


�
�

氏

監
査
委
員
・

各
委
員
会
の
構
成
も

決
ま
る

監
査
委
員

議

会

運
営
委
員
会

●
市
民
福
祉
委
員
会

常
任
委
員
会

●
総
務
文
教
委
員
会

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員

会
、
常
任
委
員
会
、
ま
た
議
員

発
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
４
つ

の
特
別
委
員
会
の
構
成
は
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

(

決
算
等
の
審
査)

今
井

秋
男

委
員
長

中
島

洋
三

副
委
員
長

日
比
野

昭

委

員

小
栗

正
臣

〃

宮
下

俊
夫

〃

栗
木

基

〃

渡
辺

千
介

〃

余
語

範
二

〃

泉

碩
也

所
管

(

総
務
部
・
企
画
部
・

収
入
役
室
・
消
防
本
部
・
選

挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員

・
教
育
委
員
会
、
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い

事
項)

委
員
長

阿
部

正
吾

副
委
員
長

成
重

隆
志

委

員

小
栗

正
臣

〃

酒
井

宣
行

〃

熊
沢

清
和

〃

市
川

晴
宣

〃

宮
下

俊
夫

〃

三
浦

啓
子

所
管

(

市
民
福
祉
部
・
福
祉

事
務
所)

委
員
長

栗
木

基

副
委
員
長

柴
田

増
三

委

員

日
比
野

昭

〃

余
語

範
二

〃

中
島

洋
三

〃

今
井

秋
男

〃

足
立

亘

平成��年３月��日

平
成
��
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日
開
会
さ
れ
、
会

期
を
３
月
��
日
ま
で
の
��
日
間
と
決
め
た
後
、
市
議
会
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
議
会
の
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
市
川
晴
宣
氏

(
��
歳
、
無
所
属)

、
副

議
長
に
勝
股
敬
氏

(

��
歳
、
無
所
属)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
皆
様
方
の
温
か

い
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の
要
職

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
代
は
議
会
機
能
の
充
実
を

求
め
て
い
ま
す
。
真
の
地
方
分

権
型
社
会
を
築
く
為
に
、
私
共

議
会
人
と
し
て
、
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
理
念
の
も
と
、
市

民
の
皆
様
の
願
い
や
、
暮
ら
し

の
議
題
を
議
会
に
持
ち
込
ん
で
、

政
策
を
方
向
づ
け
、
市
政
の
道

筋
を
議
会
に
お
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
為
に
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
知
恵
と
汗

を
流
し
た
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
多
く
の
方
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

議
長
を
補
佐
し
、
議
会
と
し

て
の
意
思
決
定
機
能
や
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
充
分
発
揮
し
て
、
公

正
で
活
力
あ
る
市
政
運
営
に
努

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

確
実
に
安
全
と
安
心
を
保
障

す
る
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進

し
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
処

す
る
た
め
の
介
護
保
険
制
度
の

制
定
や
医
療
体
制
の
整
備
な
ど

山
積
す
る
諸
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
決
意
で
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



�

�����������	��
��
����
���������

��������	
� ������������
�����	


���


�����	

�����

�������

●
小
里
川
ダ
ム
・

新
丸
山
ダ
ム

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

●
経
済
建
設
委
員
会

●
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
促
進

特
別
委
員
会

●
研
究
学
園
都
市

特
別
委
員
会

●
首
都
機
能
移
転
対
策

特
別
委
員
会

東
濃
農
業
共
済

事
務
組
合
議
会
議
員

東
濃
西
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

厚
生
省
で
は

｢

人
口
動

態
調
査｣

を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年

に
あ
た
り
、
届
出
を
さ
れ

る
方
に
は
ご
面
倒
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
届
書
に

『

職
業』

の
記
入
も
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、

保
健
福
祉
の
向
上
の
た
め

の
統
計
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら

平
成
��
年
３
月
��
日
ま

で
の
１
年
間

◆
対
象
者
＝
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
・
離
婚
届

を
出
さ
れ
る
方

◆
方
法
＝
各
届
書
を
出
さ

れ
る
と
き
に
、
職
業
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
死
亡
届
に
は
、

農
業
・
建
設
業
と
い
っ

た

『

産
業』

も
併
せ
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
窓
口
に
職
業
・
産
業
例

示
表
が
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
照
会
先
＝
市
民
課

�
内
線
１
０
５

平
成
��
年
度
は
３
年
に

一
度
の
評
価
替
え
の
年
に

あ
た
り
、
土
地
・
家
屋
の

評
価
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

縦
覧
期
間
中
に
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
で
、
ご
自

身
の
課
税
状
況
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
縦
覧
期
間

４
月
３
日
〜
��
日

(

土
、
日
曜
日
は
除
く)

◆
縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課

◆
縦
覧
に
必
要
な
も
の

印
鑑

◆
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係
・
評

価
係�
内
線
１
２
２

１
２
３

所
管

(
経
済
環
境
部
・
農
業

委
員
会
・
建
設
水
道
部)

委
員
長

渡
辺

千
介

副
委
員
長

山
田

実
三

委

員

溝
口

昭
八
郎

〃

長
井

君
江

〃

臼
井

重
喜

〃

泉

碩
也

〃

勝
股

敬

ダ
ム
周
辺
整
備
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
う

委
員
長

小
栗

正
臣

副
委
員
長

臼
井

重
喜

委

員

市
川

晴
宣

〃

長
井

君
江

〃

柴
田

増
三

〃

栗
木

基

〃

余
語

範
二

東
濃
研
究
学
園
都
市
構
想
を

推
進
す
る
た
め
調
査
研
究
を

行
う

委
員
長

泉

碩
也

副
委
員
長

山
田

実
三

委

員

阿
部

正
吾

〃

足
立

亘

〃

成
重

隆
志

〃

勝
股

敬

〃

宮
下

俊
夫

瑞
恵
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現

を
図
り
、
車
社
会
に
対
応
す

る
地
域
の
道
路
ア
ク
セ
ス
の

調
査
研
究
を
行
う

委
員
長

酒
井

宣
行

副
委
員
長

熊
沢

清
和

委

員

三
浦

啓
子

〃

日
比
野

昭

〃

溝
口

昭
八
郎

〃

今
井

秋
男

〃

中
島

洋
三

〃

渡
辺

千
介

東
濃
地
域
を
首
都
機
能
移
転

候
補
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
調
査
研
究
を
行
う

委
員
長

酒
井

宣
行

副
委
員
長

臼
井

重
喜

委

員

成
重

隆
志

〃

泉

碩
也

〃

柴
田

増
三

〃

山
田

実
三

〃

小
栗

正
臣

〃

日
比
野

昭

〃

栗
木

基

〃

阿
部

正
吾

〃

今
井

秋
男

市
川

晴
宣

泉

碩
也

熊
沢

清
和

市
川

晴
宣

小
栗

正
臣

�６８－２１１１
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３
月
��
日
、
市
内
の
六
つ
の

公
立
中
学
校
で
四
百
九
十
六
人

(

瑞
浪
百
四
十
九
人
、
瑞
陵

百
二
十
四
人
、
陶
五
十
六
人
、

稲
津
六
十
三
人
、
日
吉
五
十
三

人
、
釜
戸
五
十
一
人)

の
生
徒

が
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
中
に
、
９
年
間
無
欠
席
の

生
徒
が
十
九
人
い
ま
す
。

新
た
な
出
発
に
あ
た
り
、
二

つ
の
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

①
小
中
学
校
９
年
間
で
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
。

②
あ
な
た
の
考
え
る
��
世
紀
と

は
ど
ん
な
時
代
で
す
か
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

①
体
育
大
会
で
、
家
に
帰
っ
て

も
練
習
を
一
生
懸
命
し
た
こ
と
。

②
宇
宙
の
謎
が
解
け
る
と
思
う
。

①
体
験
学
習
旅
行
で
行
っ
た
子

浦
の
青
い
海
と
青
い
空
、
や
さ

し
い
人
々
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

②
情
報
化
社
会
が
進
み
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
電
子

機
器
が
発
達
し
て
い
る
。

①
周
り
の
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
小
中
学
校
の
９
年
間
、
一

度
も
休
ま
ず
登
校
で
き
た
こ
と

が
一
番
の
宝
物
で
す
。

②
私
達
が
創
り
出
す
��
世
紀
は
、

世
界
中
が
平
和
で
幸
せ
な
世
界

と
、
心
が
広
く
感
性
豊
か
な
世

の
中
に
し
た
い
。

①
ど
ん
な
と
き
で
も
休
ま
ず
学

校
に
来
た
こ
と
と
、
た
く
さ
ん

の
友
達
を
作
っ
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。

②
��
世
紀
は
、
今
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
た
風
景
が
見
え
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
。

①
９
年
間
学
校
を
休
ま
ず
来
た

こ
と
。
こ
れ
も
、
友
達
や
先
生
、

親
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
う
。
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
。

②
��
世
紀
は
、
町
が
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
例
え
ば
車
が
パ
イ
プ
の

中
を
浮
い
て
走
る
と
い
う
夢
の
よ

う
な
こ
と
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
。

①
色
々
な
人
に
出
会
っ
た
こ
と
。

体
調
が
悪
く
な
っ
て
も
、
絶
対

学
校
に
行
っ
た
こ
と
。

②
ど
ん
ど
ん
機
械
化
さ
れ
て
い

く
中
、
昔
の
物
・
習
慣
・
遊
び
・

郷
土
料
理
・
自
然
の
大
切
さ
な

ど
が
失
わ
れ
て
い
く
。

①
９
年
間
休
ま
な
か
っ
た
の
は
、

小
学
校
１
年
生
の
と
き
の
運
動

会
で
、
風
邪
を
ひ
い
て
も
行
っ

た
か
ら
。

②
��
世
紀
は
、
遺
伝
子
産
業
が

発
達
し
て
い
る
。

①
小
学
校
か
ら
続
け
て
き
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
私
は
、
色
々

な
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

②
��
世
紀
は
、
一
人
一
人
が
生

き
が
い
を
持
ち
、
支
え
あ
っ
て

生
き
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

①
一
人
一
人
の
御
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
で
す
。
一
人
一
人
違
っ

た
先
生
の
学
級
に
い
る
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
。

②
い
ろ
い
ろ
な
場
に
、
差
別
の

な
い
と
こ
ろ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
��
世
紀
に
し
て
ほ
し
い
。

平成��年３月��日
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陶

中

学

校

釜

戸

中

学

校

稲

津

中

学

校

日

吉

中

学

校

瑞

陵

中

学

校

①
自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
、

友
達
や
先
生
方
や
両
親
の
支
え

の
お
か
げ
で
、
一
日
も
休
ま
ず

学
校
へ
行
け
た
こ
と
で
す
。

②
今
以
上
に
科
学
技
術
が
発
達

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
人

の
心
の
通
い
合
い
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
修
学
旅
行
で
出
会
っ
た
子
浦

の
人
達
の
温
か
い
心
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
皆
勤
、
両
親

や
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

②
や
が
て
迎
え
る
��
世
紀
は
環

境
問
題
な
ど
��
世
紀
に
残
さ
れ

た
課
題
を
克
服
す
る
と
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

①
友
達
と
行
っ
た
修
学
旅
行
や
、

自
然
の
家
で
の
合
宿
な
ど
で
、

話
を
し
た
り
、
一
緒
に
過
ご
し

た
時
間
で
す
。

②
��
世
紀
は
、
科
学
な
ど
が
発

達
し
、
い
ろ
い
ろ
と
便
利
な
物

が
発
明
さ
れ
、
住
み
や
す
い
時

代
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

①
休
み
時
間
な
ど
に
皆
と
過
ご

し
た
時
間
で
す
。
自
由
に
友
達

と
話
す
こ
と
に
よ
り
、
考
え
方

や
見
方
を
学
び
ま
し
た
。

②
こ
れ
ま
で
は
、
環
境
を
汚
し

て
き
た
の
で
、
��
世
紀
は
環
境

を
き
れ
い
に
し
て
い
け
る
よ
う

な
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

①
小
学
６
年
生
の
時
に
、
半
袖

短
パ
ン
で
一
年
間
、
２
㎞
の
道

を
歩
い
て
通
い
と
お
し
た
事
で
す
。

②
情
報
化
社
会
が
進
み
、
一
人

に
一
台
は
必
ず
パ
ソ
コ
ン
が
あ

る
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

①
困
っ
て
い
た
り
悩
ん
で
い
た

時
に
、
友
達
や
先
生
、
親
に
助

け
て
も
ら
い
、
９
年
間
無
欠
席

を
達
成
で
き
た
こ
と
で
す
。

②
��
世
紀
は
、
医
療
技
術
な
ど

が
進
歩
し
て
、
年
を
と
っ
て
も

健
康
で
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦

で
き
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

①
中
学
一
年
生
で
の
選
抜
リ
レ
ー

で
、
い
ろ
い
ろ
問
題
も
あ
っ
た

け
ど
、
最
後
ま
で
負
け
ず
に
走

り
切
る
こ
と
が
で
き
た
事
。

②
今
は
あ
ま
り
に
も
環
境
的
問

題
が
多
い
時
代
な
の
で
、
自
分

達
が
そ
れ
ら
を
直
し
て
い
け
る

時
代
に
な
る
と
い
い
と
思
う
。

①
小
学
生
の
頃
、
身
長
が
と
て

も
低
か
っ
た
け
ど
、
中
学
生
に

な
っ
て
��
セ
ン
チ
近
く
大
き
く

な
り
び
っ
く
り
し
た
こ
と
。

②
今
よ
り
も
技
術
が
発
達
し
て
、

ア
ト
ム
に
で
も
出
て
く
る
よ
う

な
、
車
が
空
を
飛
ん
で
し
ま
う

よ
う
な
時
代
か
な�

①
合
唱
活
動
で
す
。
皆
が
や
る

気
に
な
っ
て
く
れ
た
姿
は
嬉
し

く
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

３
Ｃ
で
い
れ
て
良
か
っ
た
よ
。

②
��
世
紀
、
機
械
化
が
進
む
時

だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
人
の
温

か
さ
を
感
じ
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。

①
み
ん
な
と
遊
ん
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
。
体
育
で
走
っ
て
疲
れ

た
こ
と
。
合
唱
も
疲
れ
た
け
ど

や
っ
ぱ
り
楽
し
か
っ
た
こ
と
。

②
私
の
目
の
前
に
は
楽
し
い
こ
と

で
い
っ
ぱ
い
。
い
や
な
こ
と
も
、

楽
し
い
こ
と
も
、
う
れ
し
い
こ
と

も
い
っ
ぱ
い
来
る
と
い
い
ね
。

�６８－２１１１



※この改正により､ 自主運行バス ｢瑞浪＝釜戸線｣ (瑞浪駅前～釜戸駅前) の瑞浪駅前発８時��分が
９時��分に変更され､ 釜戸駅前発９時��分が新たに運行します｡

�

�
公共施設
100円で回れます����� �����

�	
��
�����

��������
右 回 り 時 刻 表 停 留 所 の 名 称 停 留 所 の 位 置 左回り時刻表

８時��分 ��時��分 発� ① Ｊ Ｒ 瑞 浪 駅 前 瑞浪駅前３番バス乗り場 着 ��時��分
８時��分 ��時��分 � ② 栄 町 うな春付近

�
��時��分

８時��分 ��時��分 � ③ 昭 和 病 院 ・
総合文化センター 昭和病院正面玄関付近

�
��時��分

８時��分 ��時��分 � ④ 市 役 所 市役所正面玄関前

�
��時��分

８時��分 ��時��分 � ⑤ 市民福祉センター
( ハ ー ト ピ ア ) ハートピア西側入口

�
��時��分

８時��分 ��時��分 � ⑥ 美 濃 焼 プ ラ ザ 前 キマタ薬品西側付近

�

��時��分
８時�	分 ��時��分 � ⑦ 西 平 バロー瑞浪店南側

�

��時��分
８時��分 ��時��分 � ⑧ 大 法 原 団 地 大法原団地南側

�

��時��分
９時��分 ��時��分 � ⑨ 西 原 西原公園南側約���ｍ

�

��時�
分
９時��分 ��時�
分 � ⑩ 薬 師 町 美濃廣庵東側

�

��時��分
９時��分 ��時��分 � ⑪ 化 石 博 物 館 市民公園いこいの広場入口

�

��時��分
９時�	分 ��時��分 � ⑫ サイエンスワールド サイエンスワールド前

�

��時��分
９時��分 ��時��分 � ⑬ 化 石 博 物 館 市民公園いこいの広場入口

�

��時��分
９時��分 ��時��分 � ⑭ 瑞 浪 イ ン タ ー 口 狭間高架橋南側

�

��時�
分

９時��分 ��時��分 � ⑮ 野 外 学 習 地
(松ケ瀬化石採集場) 土岐川漁業協同組合前

�

��時��分

９時��分 ��時�	分 � ⑯ 松 ケ 瀬 町 東鉄タクシー車庫前

�

��時�	分
９時��分 ��時��分 着 ① Ｊ Ｒ 瑞 浪 駅 前 瑞浪駅前３番バス乗り場 発� ��時��分

市
が
試
行
運
行
し
て
い
る

｢

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス｣

は
、
毎
日
、
Ｊ
Ｒ
瑞
浪

駅
を
起
点
に
、
市
役
所
や
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
、
昭
和
病
院
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
、

美
濃
焼
プ
ラ
ザ
、
市
民
公
園
な
ど
、
市

内
の
公
共
施
設
を
循
環
し
て
い
ま
す
。

こ
の

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｣

は
、

１
回
一
〇
〇
円

(

小
学
生
未
満
無
料)

の
運
賃
で
運
行
し
て
お
り
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｣

の
運
行
時

間
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
の
早
い
時
間

の
運
行
が
な
く
、
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
、
少
し

で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
と
、
運
行
時
刻
の
一
部

を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
と
し
て
の
バ
ス
路
線
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、｢
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス｣

を
は
じ
め
と
す
る
バ
ス

路
線
の
ま
す
ま
す
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
変
更
内
容

瑞
浪
駅
前
発

(

右
回
り)

(

変
更
前)

(

変
更
後)

９
時
��
分

８
時
��
分

◆
担
当
＝
商
工
課�
内
線
４
８
１

平成��年３月��日



松本 晏
あん

奈
な

さん 保母 温
あつ

季
き

くん
(２歳) 陶町水上 (３歳) 陶町猿爪

－陶児童館－

���������	

１日 ��時～��時
２日 ９時～��時�月�日�･�日�

◆会場＝ＪＲ瑞浪駅前広場

���
����	


ライトアップ (��時��分～��時)
�月�日�～�月�日�
◆場所＝寺河戸町 明徳稲荷～竜門橋

卒卒業業制制作作展展 ��月月��日日�ままでで多治見工業高等学校専攻科

��������������

３月��日�
��時��分～

�月�日～�日

�

◆問い合わせ＝瑞浪商工会議所 ���－����

��������	

��������

��

����������

���������� !

	
��
��
��� 農地の区分 小作料の標準額 説 明

田

ほ 場
整 備 田

��ａ当り
������円

作業効率の高い整備
された水田で､ 作付
け面積とする

未整備田
��ａ当り

�����円
作業効率の低い水田
で作付け面積とする

畑 普 通 畑
��ａ当り

�����円
一般野菜畑
(特殊畑は除く)

瑞浪市民公園
｢こいのぼり祭｣

一般応募の生徒が２年間の研修を経てその成
果を世に問う��作品を展示します｡
◆同時開催 『土びな祭り』 ４月��日�まで
◆会場・照会先＝瑞浪陶磁資料館 ���－����

マンション建設で伐られる運命であった１本
のケヤキを､ 子どもたちの純真な気持ちと行動
が大人たちを動かし､ この木を残したというお話
◆会場＝総合文化センター 文化ホール
(同時上映) ｢花のズッコケ児童会長｣
◆入場無料 (車椅子などの購入のための募金に
ご協力をお願いします)
◆問い合わせ＝瑞浪市社会福祉協議会���－	�	

�

家庭で不用になった ｢こいのぼり｣ がありま
したらご連絡ください｡ 寄せられたこいのぼり
は､ 明世町の市民公園で泳がせます｡
祭当日はマスつかみ大会など楽しい催しがいっ
ぱい､ 家族揃ってお出かけください｡

◆連絡先＝文化施設課 ���－����(化石博物館)

優秀な学力・資質を持ちながら､ 経済的理由に
より修学が困難な方のため､ 奨学金制度があります｡
◆資格＝高等学校または大学 (短大を含む) に
在学し､ 市内に１年以上住所を有している方
◆奨学金額＝高校２万円以内､
(月額) 大学・短大３万円以内

◆償還方法＝卒業して６カ月経過後､ ��年以内
で半年賦 (６月と��月) で償還 (無利子)
◆選考＝教育委員会の選考会で決定
◆申込期限＝４月��日�
◆問い合わせ･申込先＝教育委員会総務課�内線	��

適正な契約小作料を設定するための目安とし
て､ 全国的に標準小作料が設けられています｡
本年は３年ごとの改訂の年にあたり､ 農業委
員会では小作料の見直しを行い､ 平成��年４月
１日から次のとおりとしました｡

◆問い合わせ＝農業委員会 �内線���



��������	

��


��������	
��
����������������

��������������������

生涯学習施設 ４月の休館日

岐
阜
テ
レ
ビ
放
映

� � �

二千年の辰の年､ 竜の滝
に､ 高さ����ミリの､ 陶器
でできた竜の卵が２個完成
しました｡

・�月��日� ��時～
・釜戸竜吟の滝駐車場

������������������������������������������������ ������������������������������������������������

������������
����������  !!""

�月�日� ９時～

申込先 ���－����

瑞浪陶磁資料館

#$%&'()

*+,

募集中

参加 �����円

一
九
八
五

(

昭
和
��)

年
に
開
催
さ
れ
た

｢

第
十

回
み
ず
な
み
ふ
る
さ
と
ま

つ
り｣

会
場
で
市
民
か
ら

公
募
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
千

通
を
埋
め
た
箱
を
今
回
、

点
検
を
兼
ね
て
掘
り
出
し

た
も
の
で
す
。

瑞
浪
青
年
会
議
所
倉
内

利
昭
理
事
長
は
、｢

４
月

��
日
に
開
く
Ｊ
Ｃ
��
周
年

記
念
式
典
で
披
露
し
ま
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市
街
地
の
南
丘
陵
を
造
成
し
平

成
８
年
か
ら
分
譲
さ
れ
た
学
園
台

は
、
現
在
��
戸
二
百
八
十
七
人
が

居
住
す
る
新
し
い
街
で
す
。
今
年

４
月
か
ら
新
た
な
自
治
会
と
し
て

発
足
、
土
岐
町
区
長
会
に
所
属
し

ま
す
。
こ
の
発
足
に
関
わ
っ
た
方

は

｢

お
互
い
ど
こ
の
方
か
、
ま
ず

顔
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
人
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
深
め

る
た
め
、
将
来
の
自
分
達
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

瑞
浪
中
学
校
で
は
卒
業
記
念
に

『

木

彫
レ
リ
ー
フ』

を
ク
ラ
ス
全
員
で
彫
り

上
げ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
Ａ
組
が

｢

以
心
伝
心｣

、
Ｂ
組
が

｢

初
志
貫
徹｣

、

Ｃ
組
が

｢

葵き

花か

向
日
こ
う
じ
つ｣

、
Ｄ
組
が

｢

泰

然
自
若｣

で
す
。

ま
た
３
月
１
日
に
は
、
昨
年
の
美
濃

源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
し
た
細
川
護

煕
元
首
相
が
、
��
世
紀
を
担
う
瑞
浪
の

若
者
た
ち
に
贈
っ
た
直
筆
の
書
が
額
装

さ
れ
、
井
澤
康
樹
さ
ん

(

同
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長)

か
ら

瑞
浪
中
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
言
葉
は

｢

如に
ょ

自じ

当と
う

知ち｣
(

人
は
弱
く
何
事
も
他
人

の
せ
い
に
し
が
ち
だ
が
、
す
べ
て
は
自

分
自
身
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
意
味)

で
す
。

な
お
、
レ
リ
ー
フ
と
書
は
、
３
月
��

日
の
卒
業
式
で
披
露
さ
れ
、
校
舎
に
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。

『生活ホームじゃがいも』
買物や料理､ 自分ででき

ることは自分の力で､ 障害

児の自立を支援する､ 民家

での一日を紹介します｡

�月��日�
午後６時��分～��分
『あなたの街から～瑞浪市』

総合文化センター
市 民 図 書 館 ３日､ ��日､ ��日､ �	日

市 民 体 育 館 ４日､ ��日､ ��日､ ��日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

３日､ ��日､ ��日､ �	日

文 化 会 館 ６日､ ��日､ ��日､ ��日

����
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井戸謙二さん ��歳
陶はこの春で３年半に
なります｡ 寒さは厳しい
が､ 人は暖かいですね｡������� ��	
� �
��

加藤好道さん ��歳
小学２年までこちらにいま
した｡ 趣味は音楽でブラス
バンドをやっていました｡��������� ��	
� ���

������������������  !!""##

釜戸駐在所

陶交番

３
月
１
日
、
稲
津
町
萩
原
の
私
立
麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校

で
、
卒
業
式
と
定
時
制
閉
課
程
式
が
行
わ
れ
、
最
後
の
定
時
制
生

徒
��
人
が
巣
だ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
一
九
六
〇
年

(

昭
和
��)

に

高
校
創
立
後
、
六
三
年
に
夜
間
定
時
制
課
程
が
設
置
さ
れ
、
以
来

��
年
、
こ
の
間
八
百
十
四
人

(

入
学
九
百
十
五
人)

が
卒
業
し
ま

し
た
。

全
員
が
、
昼
は
ゴ
ル
フ
場
で
フ
ロ
ン
ト
や
キ
ャ
デ
ィ
ー
と
し
て

働
き
、
夜
は
勉
強
や
部
活
に
励
み
な
が
ら
、
寮
生
活
を
４
年
続
け

て
卒
業
す
る
も
の
で
す
。

困
難
な
条
件
の
中
で
も
今
年
度
ま
で
６
年
連
続
体
力
優
秀
校
と

し
て
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
定
時
制
の
伝
統
は
全
日
制
に
引
き
継
が

れ
て
行
き
ま
す
。

定
時
制
生
徒
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
阿
南
真
知
子
さ
ん
は

｢

仕
事
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
。
友
と
の
深
い
絆
が
私
達
の
財

産
で
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う

な
地
域
に
開
か
れ
た
警
察
を
目
指
し

て
、
２
月
��
日
に
陶
交
番
が
、
同
��

日
に
釜
戸
駐
在
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

ど
ち
ら
も
事
務
所
と
住
宅
を
兼
ね
、

玄
関
等
は
車
い
す
で
も
出
入
り
で
き

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
道
�	�
号
線
沿
い
の
陶
交
番
は
築

�	
年
を
経
過
、
老
朽
化
の
た
め
現
地

で
建
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
方
国
道
�

号
線
沿
い
に
あ
っ
た

釜
戸
駐
在
所
は
、
場
所
を
移
動
、
昨

年
新
築
さ
れ
た
釜
戸
公
民
館
の
敷
地

内
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
周
囲
の

景
観
と
調
和
し
た
造
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
田
町
一
〇
一
八
番
地
の
一
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『

千
寿
の
里』

(

社
会
福
祉
法
人
千

寿
会)

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
４
日
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
、
延
べ
床
面
積

四
、
四
二
一
㎡
で
、
１
階
に
、『

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー』

(

一
日
��
人
程
度)

と

『

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー』

を
設

置
、
２
・
３
階
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

(

定
員
��
人
、
��

室)

と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

(

定
員
��
人
、
７
室)

を
完
備
す

る
施
設
で
す
。

４
月
１
日
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
前
に
控
え
、

３
月
��
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
も
の
で
、
今
後
��
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申
込
受
付
は
、
３

月
中
は
市
役
所
福
祉
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課�
６
８－

２
１
１
１
内
線
１
０
１

千
寿
の
里�
６
８－

１
２
４
８
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斧
池
区

(

稲
津
町)

栄
町
区

(

土
岐
地
区)

深
沢
区

(

日
吉
町)

公
民
館
の
使
用

手
続
き
に
つ
い
て

２
月
��
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

青
少
年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関

わ
る
善
行
者
の
表
彰
と
、
モ
デ
ル
地
区

の
実
践
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

小
集
会
活
動
モ
デ
ル
６
地
区
の
内
、

３
地
区
は
前
回
報
告
済
み)

◎
表
彰
状

(

敬
称
略)

★
深
沢
つ
つ
じ
子
ど
も
会

★
青
少
年
育
成
釜
戸
町
民
会
議

◎
感
謝
状

(

敬
称
略)

★
渡
辺

研
二

(

日
吉
町)

★
伊
藤

亜
希
子

(

陶
町)

★
三
戸

美
穂

(

埼
玉
県)

｢

ち
ょ
っ
と
待
て
、
捨
て
る
前
に
考

え
て
！
ゴ
ミ
を
見
分
け
て
分
別
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
生
き
返
る｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
共
に
、
ゴ
ミ
の
資
源
化
・
減
量
化

に
取
り
組
ん
だ
。

自
分
の
家
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
実
物
資

料
と
し
て
活
用
。
ゴ
ミ
の
分
類
に
関
わ

る
こ
と
の
学
習
後
、
日
常
の
生
活
の
中

で
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
処
理
す
る

体
験
を
通
し
ゴ
ミ
の
資
源
化
・
減
量
化

の
必
要
性
を
理
解
し
自
覚
し
て
き
た
。

実
物
の

｢

家
庭
ゴ
ミ｣
を
資
料
と

し
て
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
族
が

共
通
の
話
題
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

今
後

｢

エ
コ
ク
ラ
ブ｣

の
結
成
に
向

け
こ
の
活
動
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
。

青
少
年
を
健
全
に
育
む
た
め
に
は
区

民
全
員
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
、
区
内
に
あ
る
す

べ
て
の
団
体
の
協
力
を
得
て
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

区
民
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
実
施
し

た
各
種
行
事
に
は
多
く
の
区
民
の
参
加

が
あ
り
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
区
内
に
あ
る
花

壇
作
り
を
長
寿
会
の
指
導
の
下
に
一
年

間
色
々
と
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
取
り

組
み
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
親
近
感

を
高
め
、
地
区
内
の
環
境
美
化
に
努
め
た
。

各
種
行
事
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。
今
後
、
こ
の
課
題
に
向
か
っ

て
活
動
を
進
め
た
い
。

｢

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
青
少
年
の
育

成｣

の
テ
ー
マ
の
下
に
各
種
行
事
に
取

り
組
み
、
ま
た
、
伝
統
行
事
、
伝
統
芸

能
に
も
触
れ
さ
せ
、
優
し
い
心
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
ん
だ
。

特
に
、
本
年
度
は
中
学
生
が
各
行
事

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
行
事
を
見
直
し

呼
び
掛
け
た
結
果
、
多
数
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

４
月
１
日
か
ら
公
民
館
の
使
用
申
請

期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
中
央
公
民
館(

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー)

◎
文
化
ホ
ー
ル

(

使
用
日
の
��
カ
月
前
の
月
の
初
日

か
ら
使
用
日
の
��
日
前
ま
で)

◎
文
化
ホ
ー
ル
以
外
の
施
設

・
文
化
ホ
ー
ル
と
併
用
す
る
と
き

(

使
用
日
の
��
カ
月
前
の
月
の
初
日

か
ら
使
用
日
の
３
日
前
ま
で)

・
文
化
ホ
ー
ル
と
併
用
し
な
い
と
き

(

使
用
日
の
６
カ
月
前
の
月
の
初
日

か
ら
使
用
日
の
３
日
前
ま
で)

▼
陶
・
稲
津
・
釜
戸
・
大
湫
・
日
吉
の

各
公
民
館

(

使
用
日
の
６
カ
月
前
の
月
の
初
日

か
ら
使
用
日
の
３
日
前
ま
で)

※
受
付
開
始
日
の
午
前
９
時
��
分
ま
で

に
、
同
施
設
・
同
時
間
帯
に
複
数
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選

各
種
行
事
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
何
か

を
し
よ
う
と
す
る
力
を
つ
け
て
き
た
。

ま
た
、
低
学
年
の
子
た
ち
は
、
友
達
の

こ
と
も
考
え
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
・
自

立
性
を
育
む
た
め
に
は
、
大
人
た
ち
が
、

そ
の
視
点
で
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
こ

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
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ふ
る
さ
と
の

文
化
財
保
全

『

萩
原
卯
月
会』

代
表

愛
知

正
三

昭
和
五
十
八
年
頃
、
六
十
歳
以
上
の

年
寄
り
五
人
程
が
顔
を
合
わ
せ
、
仕
事

に
も
暇
が
出
来
て
き
た
の
で
、
萩
原
地

内
に
眠
る
文
化
財
な
ど
の
保
全
を
行
っ

た
ら
、
と
言
う
声
が
誰
か
ら
と
も
な
く

出
さ
れ
、
こ
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
十
五
人
の

会
員
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

『

八
幡
神
社
の
棟
札
写
し』

を
は
じ

め
、
住
職
不
在
の

『

普
済
寺
の
古
文
書

の
整
理』

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

萩
原
孫
次
郎
国
実
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る

『

宝
筺
印
塔』

周
辺
の
補
強
整
備
、
山

草
に
埋
も
れ
た

『

止
静
庵』

跡
一
帯
の

下
刈
り
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
日
清
戦
争
以
後
の
萩
原
地
区

出
征
軍
人
名
簿
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
終
結
よ
り
は
や

五
十
有
余
年
、
本
当
に
平
和
な
日
本
と

な
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

戦
争
体
験
者
も
少
な
く
な
り
、
苦
難
の

時
代
の
様
子
を
語
り
継
げ
る
人
も
数
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
郷
土
の
方
々
の
多

く
が
軍
人
と
し
て
出
征
さ
れ
、
想
像
を

絶
す
る
ご
苦
労
を
さ
れ
た
事
を
、
私
達

は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
調
査
し
て
い
く
過
程
で
、

既
に
遅
き
に
失
し
た
点
も
出
て
来
ま
し

た
が
、
せ
め
て

｢

誰
々
さ
ん
の
お
祖
父

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
も
出

征
さ
れ
た
げ
な
、
ま
た
誰
々
さ
ん
は
戦

死
さ
れ
た｣

と
か
、
分
か
る
範
囲
で
小

冊
子
に
纏ま

と

め
、
地
区
内
の
希
望
者
の
方
々

に
お
配
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
達
の
集
ま
り
は
こ
の
程
度
の
も
の

で
す
が
、
握
り
飯
弁
当
持
参
で
作
業
に

汗
を
流
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

話
し
合
い
、
会
と
し
て
の
活
動
目
標
を

決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
と
き
に
は
、
市

内
外
の
史
跡
、
神
社
仏
閣
等
の
見
学
に

も
出
か
け
て
い
ま
す
。

私
達
は
こ
の
先
も
、
急
が
ず
慌
て
ず

決
め
た
事
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

｢

お
兄
さ
ん
！
有
松
の
お
兄
さ
ん
が

倒
れ
た
で
直
ぐ
来
て
！
病
院
は
名
古
屋

の
Ｅ
医
院
！｣

電
話
に
郡
上
か
ら
妹
の

悲
痛
な
叫
び
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

昭
和
五
十
三
年
六
月
の
事
だ
っ
た
。

私
は
家
内
を
乗
せ
て
名
古
屋
の
Ｅ
医

院
へ
車
を
飛
ば
し
た
。
病
院
の
駐
車
場

で
郡
上
か
ら
き
た
母
、
妹
た
ち
三
人
と

偶
然
に
も
一
緒
に
な
っ
た
。
受
付
で
事

の
訳
を
話
し
遺
体
安
置
所
へ
案
内
し
て

も
ら
っ
た
。
安
置
所
に
飛
び
込
ん
だ
。

特
攻
隊
員
だ
っ
た
兄
は
大
き
な
体
だ
っ

た
。
そ
の
兄
の
顔
に
は
、
も
う
白
い
布

が
被
せ
て
あ
っ
た
。
母
は
兄
に
縋す

が

り
付

き
二
言
三
言
話
し
か
け
た
。
後
は
嗚お

咽え
つ

で
あ
っ
た
。
私
も｢

兄
ち
ゃ
ん
！
兄
ち
ゃ

ん
！｣

と
呼
ん
だ
が
、
聞
こ
え
る
由
も

な
い
。

義
姉
た
ち
も
私
た
ち
も
口
を
つ
ぐ
ん

で
し
ま
っ
た
。
静
ま
り
返
っ
た
時
間
が

続
い
た
。
す
る
と
畳
が
ガ
タ
ガ
タ
と
揺

れ
出
し
た
。
母
の
体
が
動
い
た
。｢

あ

れ
？｣

と
思
っ
た
瞬
間
、｢

武
雄
！
武

雄
！
な
ん
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
！
な
ん

で
・
・
・｣

母
は
絶
叫
し
な
が
ら
兄
に

殴
り
か
か
っ
た
。
私
は
咄と
っ

嗟さ

に｢

母
ち
ゃ

ん
止
め
や
ア
！｣

母
の
右
手
を
力
一
杯

掴つ
か

ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
母
の
体
は
悶も
だ

え

る
よ
う
に
激
し
く
動
い
た
。
私
は
母
の

体
を
抱
き
締
め
た
。

お
弔
い
・
四
十
九
日
忌
も
済
ま
せ
た
。

そ
の
年
の
十
二
月
、
母
を
慰
め
よ
う

と
母
の
所
へ
子
供
た
ち
み
ん
な
集
ま
っ

た
。
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
父
や
兄
の

話
が
暫
く
続
い
た
。

す
る
と
母
が
涙
声
で
、｢

武
雄
は
か

わ
い
い
事
を
し
た
。
母
ち
ゃ
ん
が
代
わ
っ

て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
・
・
・
。
お
み
た

ち
だ
け
は
ナ
、
母
ち
ゃ
ん
よ
り
早
よ
う

死
ん
で
く
れ
る
な
よ
・
・
・
！｣

と
言
っ

て
、
私
の
膝
に
顔
を
く
っ
つ
け
て
震
え

に
震
え
、
泣
き
に
泣
い
た
。
そ
の
母
も

そ
れ
か
ら
三
年
後
、
父
、
兄
の
後
を
追
う

よ
う
に
黄
泉
の
国
へ
と
逝
っ
た
。

今
で
も
目
を
閉
じ
る
と
、｢

武
雄
！

な
ん
で
死
ん
だ
！｣

｢

母
ち
ゃ
ん
よ
り

早
よ
う
死
ん
で
く
れ
る
な
よ
！｣

の
心

の
一
言
が
昨
日
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
る
。

母
の
こ
の
一
言
は
、『

母
の
言
魂』

と

し
て
何
時
ま
で
も
私
の
心
に
残
る
。

『

親
思
う
心
に
勝
る
親
心』

－
合
掌
。

＊
人
権
シ
リ
ー
ズ
は
瑞
浪
市
文
化
協
会
長
籏

幸
雄
先
生

(

岐
阜
県
同
和
問
題
啓
発
講
師)

に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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移動図書館 ｢こまどり号｣
時間変更のお知らせ

@A���	
�A�
BC�DEF

GHIJKLAMNOPQRSTU

図
書
館
で
は

｢

市
民
の
み
な
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
図
書
館
づ
く
り｣

を
目
指
し
、

快
適
に
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、｢

じ
ょ
う
ず
な
図
書
館
利
用

法｣

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
原
稿
用
紙
一
枚
程
度
に

ま
と
め
て
図
書
館
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

��
��

�＠
����

�	
�
�
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平
成
11
年

�
�
�
�
�
�
�
�

◇

一
般
書

◇

１
位

五
体
不
満
足

(

乙
武
洋
匡
／
著)

２
位

鉄
道
員

(

浅
田
次
郎
／
著)

３
位

理
由

(

宮
部
み
ゆ
き
／
著)

４
位

節
約
の
ス
ス
メ

(

山
崎
え
り
子
／
著)

５
位

黒
の
伏
流

(

勝
目
梓
／
著)

６
位

｢

少
年
Ａ｣

こ
の
子
を
生
ん
で

(

少
年
Ａ
の
父
母
／
著)

７
位

永
遠
の
仔(

天
童
荒
太
／
著)

◇

児
童
書

◇

１
位

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

き
ょ
う
ふ
の
や
か
た

(

原
ゆ
た
か
／
著)

２
位

コ
カ
リ
ナ
の
海

(

鈴
木
ゆ
き
江
／
著)

３
位

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

き
ょ
う
ふ
の
ゆ
う
え
ん
ち

(

原
ゆ
た
か
／
著)

４
位

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

大
き
ょ
う
り
ゅ
う

(

原
ゆ
た
か
／
著)

５
位

カ
ブ
ト
ム
シ(

岸
田
功
／
著)

６
位

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

(

林
長
閑
／
著)

７
位

あ
や
と
り
ひ
め

(

森
山
京
／
著)

�������

今
回
は
、
上
野
町
の
小
川
良
明
さ
ん
の
タ
バ
コ
の
空
箱
で

作
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

紙
を
切
る
、
曲
げ
る
、
折
る
、
貼
る
、
そ
れ
だ
け
で
無
限

に
広
が
る
紙
細
工
の
世
界
…
…
に
魅
せ
ら
れ
た
作
品
は
、
タ

バ
コ
の
空
箱
と
い
う
限
ら
れ
た
素
材
で
制
作
さ
れ
た
貴
重
な

物
ば
か
り
で
す
。

紙
の
魅
力
を
味
わ

い
、
繊
細
な
図
柄
を

じ
っ
く
り
と
観
賞
し

て
く
だ
さ
い
！
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３月の在宅当番医 (時間９時～��時)

������������������������			 ��������

�������	
��
����� ◆場所＝保健センター

相 談 名 日 時 内 容

期 日 医療機関 電話番号医師による
健 康 相 談

４月５日�
��時～��時

医師の個別相談
血圧測定､ 検尿 ３月��日� 今 井 歯 科 ��－����

栄 養 相 談 ４月５日�
９時～��時

栄養士の個別相談
＊電話予約が必要 ３月��日� 景 山 歯 科 ��－����

※受診の際は当日電話予約をしてください｡
乳幼児相談

４月５日�
９時��分～

��時

身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を持
参してください ������������

� !
"#$%%&
���

'()��*��*�+,-�� ��������	
 ���
��

������ � � � ���� � � � � �  

� カ 月 児 健 康 診 査 �月28日� 13時～14時
第�子は13時開始 平成 11年 11月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査 �月24日� 12時30分開始 平成�年�月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 �月�日� �時30分

～�時45分 平成 11年 10月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 �月12日� 13時30分
～15時

生後��月以降の乳児
※電話予約が必要 母子健康手帳

�歳児歯みがき教室 �月�日�
�時～11時

平成 10年�月生まれ
母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ
※汚れてもいい服装
でおいでください

� 歳 � カ 月 児
歯 み が き 教 室 �月�日� 平成�年 10月生まれ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 �月13日� 平成�年�月生まれ

平成�年 10月生まれ

３月��日から３月��日は ｢こころの健康づく
り週間｣ です｡
近年の社会生活環境の複雑化に伴い､ 様々な
精神的ストレスが増加しています｡ 精神的スト
レスが大きかったり､ 長く持続したりすると､
心身症や各種の生活習慣病の発生要因となるこ
とがあります｡
ストレスを上手にコントロールして､ こころ
の健康を守りましょう｡
★ストレスに負けないための心得★

①完璧主義を捨て､ 弱点をさらけ出す
②家族や仕事仲間以外にも心の友を！
③つらくなったら助けを求める
④心から打ち込める趣味を持つ
⑤適度に運動し､ 体を動かす
⑥最低７時間の睡眠を確保する
⑦先入観をもって人と接しない
⑧しゃべって､ 笑って､ 不平不満を解消

自分の健康について見直し､ 健康な生活に最
も関係の深い食生活について､ みんなと一緒に
学んでみませんか｡
次のとおり開催しますので､ ぜひご参加くだ
さい｡ なお､ 教室終了後､ 地域で食生活を通じ､
健康づくりの輪をひろげていく食生活改善推進
員になっていただきます｡
◆対象者 瑞浪市在住で､ 食生活に関心のある

��歳までの方
◆日 時 平成��年５月～��年１月 (��回)

９時��分～��時
◆内 容 講義､ 調理実習､ 運動
◆場 所 保健センター､ 市民体育館
◆受講料 無料 (一部自己負担あり)
◆定 員 ��人
◆申込先 ４月��日�までに電話などで保健セ

ンターへお申し込みください｡
※定員になり次第締め切らせていただきます｡



広報みずなみ (題字 瑞浪市長) 発行／瑞浪市
〒��������岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 ��������
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�������������������������	
�� ����年３月１日現在 (カッコ内は前月比)

人口＝������(－��) 世帯数＝� ���!世帯 (－���) ��

古紙配合率���％再生紙
を使用しています

�������� ��������

�	
��
�
�������

③食品用トレイ (白色で無地のもの)
Ａ 洗ってください Ｂ 乾かしてください

①蛍光管

②乾電池
・充電可能な電池は回収
できません｡ 電気店にご
相談ください｡

Ｃ ４つ割にして
出してください

��������	
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N�OPQ�RS�TU7

��� VW�VW���XS �J�4/YZQ[��7

���� \]�4N�+^���
_`)`a"b7�"c�

d��e�

���� \]�4/YZQ[��7

���� �����������
����������
 �!�"#�"$% fg���h2

���� ij�4kl7 ������������
���� ij�4mS7

kg��akg��no��
"pS��

���� �	qr�st�4Buvw[�	
�`�xyz�	
�7

���� kg��akg��no��
"pS��

���� �J�4&K�LM�N��
N�OPQ�RS�TU7
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�	�� �J�4/YZQ[��7
\]�4N�+^���
_`)`a"b7�"c� 回収しないもの

・汚れているトレイ
・豆腐､ 納豆､ カップメン､ きのこ類のトレイ
・透明､ 半透明のプラスチックでできたトレイ

���� \]�4/YZQ[��7

���� B�X{�|}�5[|�
~���y5

&��'(�)*�+,�
-.�/!��012

���� BC��D/��E1�
/>��FGH�I ＊それぞれ､ 専用の回収容器に入れてください｡

＊一般家庭から排出されるものを対象としています｡
事業所・企業のものは出せませんので､ 各事業
所などで責任をもって処理してください｡

�
�� fg���h2
89��:;���<��
=>?�

���� d��e� ij�4kl7

���� 3�4@A7 ij�4mS7

<������=>?���� 3�45/�"67 VW�VW���XS

◎資源集団回収の予定 ４月 �日 (桔梗保育園)
�����������1����o�������

◎可燃ごみは､ 市の指定袋に入れ､ 指定日の朝８時 �分まで
に出しましょう｡

地区名 収 集 協 力 店

瑞 浪 橋本食品 (一色町)､ 有賀商店 (上野町)
丸一本店 (元町)､ 八百久商店 (小田町中原東)

土 岐 メイト (栄町) 石原商店 (益見)
稲 津 柴田屋 (山の田)

@ABCDEFGHIJKLMNO
P�QR3S56

釜 戸 安藤食料品店・ココストア釜戸店 (中大島)

日 吉 おぎそフード (白倉)､
みどりや・みなとや (南垣外)平成��年度より､ 事業系廃棄物の承認書がないと市の

施設への搬入ができません｡ 所定の手続をしていない
事業所は３月��日�までに書類作成の上､ クリーンセン
ターまたは環境課までお願いします｡
(詳しくは����号の広報をご覧ください) 食品用トレイの収集については､ 今年の９～��

月をめどに市内の全資源ごみステーションにて収
集できるよう､ 準備しています｡
(一部地域ではモデル地区として４月より開始)


